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平 成２ ３年 ７ 月１５ 日

永福小校長 末永 弘

永福南小校長 延寿寺 晴行

教育目標について（案）

１．基本的な考え方

○誰にとっても分かりやすく、覚えていられる目標。（児童、教職員、保護者、地域）

○児童の実態に合ったもので、今後身に付けることが必要であると考えられる内容。

（目指す児童像となるもの）

２．教育目標（案）

前文「地域と共に創る学校を目指して」

※地域で子供を育てる。

※「いいまちは いい学校を育てる 学校作りはまち作り」を目指したもの

とする。

Ａ案 「やさしく」

※目指す子供の姿を明確にする。

Ｂ案 「やさしく つよく」

※「やさしく」あるためには、「つよさ」も必要である。

※「やさしく」は他者、「つよく」は自分。両者が一体となって、やさしい

子が育つ。

３．具体的な児童像（この児童像については、教員も考えていく）

『やさしく』

・生命を大切にする子

・友達のよいところを認められる子

・困った人を手助けできる思いやりのある子

・人の話をきちんと聞くことができる子

・自然を愛し、大切にする子

・地域に愛着をもって、大切にする子

・相手の痛みが分かる子

・相手の気持ちを考えて行動する子

・父母や家族を大切にする子

・だれとでも仲良くできる子

・感謝することができる子

・礼儀正しい子

・きちんと挨拶のできる子

・みんなのために働ける子
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『つよく』

・よりよく生きようとする子

・明るく笑顔で生活する子

・自ら学び、知恵を身に付ける子

・自ら考え、自ら課題を解決する子

・深く考え、正しいことが判断できる子

・遊びや運動を通して、健康な体をつくる子

・正しいと思ったことを勇気をもって行動する子

・自分に自信をもてる子

・きまりをまもり行動できる子

・我慢のできる子

・最後まで粘り強く取り組む子

・社会に貢献する子

・力いっぱい自分を表現できる子


